
(57)【要約】

【課題】複雑な構造の分岐水栓や、専門家による取り付

け工事が不要で、しかも小型で使い勝手の良い食器洗い

機を提供する。

【解決手段】食器を洗浄する洗浄槽２と、貯水タンク１

９と、外部から前記貯水タンク１９への給水を検知する

検知手段２６と、前記検知手段２６に連動して前記貯水

タンク１９に給水された水を前記洗浄槽２に給水する給

水ポンプ２２とを備えたもので、外部から貯水タンク１

９に給水する時に、同時に洗浄槽２内にも給水され、貯

水タンク１９に貯める水の量を削減し小型化できると共

に、洗浄、すすぎに必要な水を洗浄槽２内、貯水タンク

１９内に溜める時のみ水道水栓（図示せず）を開けるの

で、本体への給水用に水道水栓につなぐ分岐水栓（図示

せず）は、簡易な形状のもので十分で、耐圧構造の分岐

水栓が不要となり、誰でも簡単に食器洗い機を水道水栓

に接続できるものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 器 を 洗 浄 す る 洗 浄 槽 と 、 貯 水 タ ン ク と 、 外 部 か ら 前 記 貯 水 タ ン ク へ の 給 水 を 検 知 す る 検
知 手 段 と 、 前 記 検 知 手 段 に 連 動 し て 前 記 貯 水 タ ン ク に 給 水 さ れ た 水 を 前 記 洗 浄 槽 に 給 水 す
る 給 水 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 食 器 洗 い 機 。
【 請 求 項 ２ 】
給 水 手 段 に よ る 洗 浄 槽 へ の 給 水 速 度 を 、 外 部 か ら 貯 水 タ ン ク に 給 水 す る と き の 給 水 速 度 よ
り 早 く 設 定 し た 請 求 項 １ 記 載 の 食 器 洗 い 機 。
【 請 求 項 ３ 】
洗 浄 槽 か ら 貯 水 タ ン ク へ 送 水 す る 送 水 手 段 を 設 け 、 少 な く と も 最 終 す す ぎ の 水 を 前 記 送 水
手 段 で 前 記 貯 水 タ ン ク に 送 水 す る よ う に し た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 食 器 洗 い 機 。
【 請 求 項 ４ 】
洗 浄 槽 か ら 貯 水 タ ン ク へ 送 水 す る 送 水 路 の 途 中 に 、 水 を 浄 化 す る 浄 化 ユ ニ ッ ト を 設 け た 請
求 項 ３ に 記 載 の 食 器 洗 い 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 貯 水 タ ン ク を 備 え た 食 器 洗 い 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 代 表 的 な 食 器 洗 い 機 は 、 分 岐 水 栓 か ら 洗 浄 に 必 要 な 水 を 分 岐 さ せ て 食 器 洗 い 機 に
給 水 し 、 洗 浄 す る も の で あ り 、 こ の 種 の 食 器 洗 い 機 の 構 成 を 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 食 器 洗 い 機 本 体 １ は 、 内 部 に 洗 浄 槽 ２ を 設 け て お り 、 水 道 水 栓 ３ に 取
付 け た 分 岐 水 栓 ４ か ら 水 を 分 岐 さ せ 、 給 水 弁 ５ を 開 く こ と に よ り 、 水 ま た は 湯 を 洗 浄 槽 ２
内 に 供 給 す る よ う に し て い る 。 分 岐 水 栓 ４ か ら 給 水 弁 ５ ま で は 給 水 ホ ー ス ６ で 接 続 し て い
る 。 洗 浄 槽 ２ の 底 部 に は 排 水 口 ７ を 設 け 、 こ の 排 水 口 ７ に 連 通 し 、 モ ー タ ８ に よ っ て 駆 動
さ れ る 洗 浄 ポ ン プ ９ を 取 り 付 け 、 こ の 洗 浄 ポ ン プ ９ に よ り 洗 浄 水 を 洗 浄 槽 ２ の 内 部 で 循 環
す る よ う 構 成 し て い る 。 モ ー タ ８ 、 給 水 弁 ５ 等 の 電 装 部 品 の 動 作 は 制 御 装 置 １ ０ で 制 御 さ
れ て い る 。 ま た 、 排 水 口 ７ に は 残 菜 を 捕 集 す る 残 菜 フ ィ ル タ １ １ を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 洗 浄 ノ ズ ル １ ２ と 洗 浄 槽 ２ の 底 部 と の 間 に は 、 洗 浄 水 加 熱 用 の ヒ ー タ １ ３ を 装 備
し 、 洗 浄 ノ ズ ル １ ２ の 上 方 に は 、 被 洗 浄 物 １ ４ を 整 然 と 配 置 し 、 洗 浄 水 を 効 果 的 に 被 洗 浄
物 １ ４ に 噴 射 す る よ う に 構 成 し た 食 器 か ご １ ５ を 設 置 し て 効 率 的 に 洗 浄 を 行 っ て い る 。 同
時 に 、 洗 浄 ノ ズ ル １ ２ か ら の 洗 浄 水 の 一 部 は 、 洗 浄 槽 ２ に も 当 り 、 洗 浄 槽 ２ も 洗 っ て い る
。 洗 浄 の 時 に は 、 被 洗 浄 物 １ ４ の 汚 れ を 洗 う た め の 洗 剤 を 入 れ る 。 そ の 後 、 被 洗 浄 物 １ ４
を す す ぐ 、 す す ぎ 行 程 を 行 う 。 次 に 、 被 洗 浄 物 １ ４ を 乾 か す 乾 燥 行 程 を 行 い 、 運 転 を 終 了
す る 。 ま た 、 排 水 ポ ン プ １ ６ は 、 排 水 ホ ー ス １ ７ を 通 し て 汚 れ た 洗 浄 水 を 機 外 に 排 出 す る
も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ０ ３ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 食 器 洗 い 機 の 構 成 で は 、 水 道 水 栓 ３ に 分 岐 水 栓 ４ を 設
け 、 分 岐 水 栓 ４ に 給 水 ホ ー ス ６ を 接 続 す る こ と に よ り 洗 浄 槽 ２ 内 に 水 を 供 給 し て い る の で
、 分 岐 水 栓 ４ は 、 通 常 、 常 時 開 放 で 使 用 さ れ 、 水 道 水 圧 が 直 接 か か る た め 、 耐 圧 構 造 が 必
要 で あ り 、 分 岐 水 栓 ４ の 構 造 が 非 常 に 複 雑 に な っ て い た 。 し か も 、 水 道 水 栓 ３ 毎 に 、 適 合
し た 分 岐 水 栓 ４ が 必 要 で あ り 、 種 類 も 多 く な り 、 専 門 家 に よ る 取 り 付 け 工 事 も 必 要 で 、 益
々 、 食 器 洗 い 機 を 使 い 難 い も の に し て い た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 分 岐 水 栓 ４ を 用 い な い で 、 水 道 水 栓 ３ に 直 接 給 水 ホ ー ス ６ を 接 続 す る 使 用 方 法 も あ る が
、 こ の 場 合 は 、 食 器 洗 い 機 の 使 用 時 に 、 水 道 水 栓 ３ が 他 の 用 途 に 使 え な い と い う 不 便 さ が
あ っ た 。 し か も 、 水 道 水 栓 ３ の 閉 鎖 を 忘 れ る と 、 給 水 ホ ー ス ６ の 接 続 が 外 れ た り 、 給 水 ホ
ー ス ６ が 水 圧 に よ り 破 れ た り す る 等 、 水 漏 れ を 起 こ す と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 食 器 洗 い 機 へ の 給 水 量 の 制 御 は 、 給 水 弁 ５ を 開 閉 す る こ と に よ っ て 行 わ れ て お り
、 分 岐 水 栓 ４ の 開 放 時 は 、 給 水 弁 ５ に も 水 道 水 圧 が 直 接 か か る た め 、 同 様 に 耐 圧 構 造 が 必
要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 水 道 水 圧 を 抑 え る 方 法 と し て 、 水 を 溜 め た 貯 水 タ ン ク か ら 給 水 す る 手 段 も 考 え ら
れ る が 、 １ 回 の 食 洗 の 洗 浄 運 転 に 必 要 な 水 の 量 は 、 洗 浄 行 程 と す す ぎ 行 程 を 合 せ て 、 少 な
く と も １ ０ Ｌ 以 上 必 要 で あ る た め 、 洗 浄 １ 回 分 の 水 を 全 て 貯 水 タ ン ク に 貯 め る と 貯 水 タ ン
ク が 大 き く な り 、 そ の た め 、 食 器 洗 い 機 本 体 １ が 大 き く な り 、 設 置 性 が 悪 く な る と い う 課
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 小 型 で 、 複 雑 で 高 価 な 分 岐 水 栓 を 必 要 と せ
ず 、 取 り 付 け 工 事 が 容 易 で 、 使 い 勝 手 が よ く 、 さ ら に 省 エ ネ ル ギ ー （ 節 水 ） を 実 現 し 、 基
本 性 能 等 が 大 幅 に 向 上 し た 食 器 洗 い 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 食 器 洗 い 機 は 、 食 器 を 洗 浄 す る 洗 浄 槽 と 、 貯 水 タ
ン ク と 、 外 部 か ら 前 記 貯 水 タ ン ク へ の 給 水 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 前 記 検 知 手 段 に 連 動 し
て 前 記 貯 水 タ ン ク に 給 水 さ れ た 水 を 前 記 洗 浄 槽 に 給 水 す る 給 水 手 段 と を 備 え た も の で 、 外
部 か ら 貯 水 タ ン ク に 給 水 す る 時 に 、 同 時 に 洗 浄 槽 内 に も 給 水 さ れ 、 貯 水 タ ン ク に 貯 め る 水
の 量 を 削 減 し 小 型 化 で き る と 共 に 、 洗 浄 、 す す ぎ に 必 要 な 水 を 洗 浄 槽 内 、 貯 水 タ ン ク 内 に
溜 め る 時 だ け 水 道 水 栓 を 開 け る の で 、 本 体 へ の 給 水 用 に 水 道 水 栓 に つ な ぐ 分 岐 水 栓 は 、 簡
易 な 形 状 の 給 水 継 手 で 十 分 で 、 耐 圧 構 造 の 分 岐 水 栓 が 不 要 と な り 、 誰 で も 簡 単 に 食 器 洗 い
機 を 水 道 栓 に 接 続 で き る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 食 器 洗 い 機 は 、 洗 浄 槽 内 に 水 を 溜 め る 分 、 貯 水 タ ン ク の 大 き さ を 小 さ く で き 、
食 器 洗 い 機 本 体 の 小 型 化 が で き 、 設 置 性 を 向 上 し 、 複 雑 な 構 造 の 分 岐 水 栓 を 必 要 と せ ず 、
分 岐 水 栓 の 専 門 家 に よ る 取 り 付 け 工 事 も 必 要 と せ ず 、 使 い 勝 手 を 大 幅 に 向 上 し 、 省 エ ネ ル
ギ ー （ 節 水 ） を 実 現 し 、 基 本 性 能 等 を 大 幅 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 食 器 を 洗 浄 す る 洗 浄 槽 と 、 貯 水 タ ン ク と 、 外 部 か ら 前 記 貯 水 タ ン ク へ の
給 水 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 前 記 検 知 手 段 に 連 動 し て 前 記 貯 水 タ ン ク に 給 水 さ れ た 水 を 前
記 洗 浄 槽 に 給 水 す る 給 水 手 段 と を 備 え た も の で 、 外 部 か ら 貯 水 タ ン ク に 給 水 す る 時 に 、 同
時 に 洗 浄 槽 内 に も 給 水 さ れ 、 貯 水 タ ン ク に 貯 め る 水 の 量 を 削 減 し 小 型 化 で き る と 共 に 、 洗
浄 、 す す ぎ に 必 要 な 水 を 洗 浄 槽 内 、 貯 水 タ ン ク 内 に 溜 め る 時 だ け 水 道 水 栓 を 開 け る の で 、
本 体 へ の 給 水 用 に 水 道 水 栓 に つ な ぐ 分 岐 水 栓 は 、 簡 易 な 形 状 の 給 水 継 手 で 十 分 で 、 耐 圧 構
造 の 分 岐 水 栓 が 不 要 と な り 、 誰 で も 簡 単 に 食 器 洗 い 機 を 水 道 栓 に 接 続 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 給 水 手 段 に よ る 洗 浄 槽 へ の 給 水 速 度 を 、 外 部 か ら 貯
水 タ ン ク に 給 水 す る と き の 給 水 速 度 よ り 早 く 設 定 し た も の で 、 貯 水 タ ン ク へ の 給 水 が 完 了
す る 前 に 、 洗 浄 槽 へ の 給 水 が 完 了 し て い る の で 、 洗 浄 槽 へ の 給 水 中 に 、 貯 水 タ ン ク が オ ー
バ ー フ ロ ー す る こ と も な く 、 洗 浄 槽 、 貯 水 タ ン ク に き ち ん と 給 水 で き 、 洗 浄 行 程 に 必 要 な
水 の 量 も 、 す す ぎ の 水 の 量 も 確 実 に 確 保 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 の 洗 浄 槽 か ら 貯 水 タ ン ク へ 送 水 す る 送 水 手 段
を 設 け 、 少 な く と も 最 終 す す ぎ の 水 を 前 記 送 水 手 段 で 前 記 貯 水 タ ン ク に 送 水 す る よ う に し
た も の で 、 次 回 の 食 器 洗 い 機 の 洗 浄 運 転 時 に 、 前 回 の 最 終 す す ぎ の 水 を 洗 浄 行 程 用 の 水 と
し て 使 え る の で 、 洗 浄 運 転 に 必 要 な 外 部 か ら の 水 の 供 給 量 を 削 減 で き 、 節 水 効 果 が 大 き い
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ３ の 発 明 の 洗 浄 槽 か ら 貯 水 タ ン ク へ 送 水 す る 送 水 路 の 途 中 に 、
水 を 浄 化 す る 浄 化 ユ ニ ッ ト を 設 け た も の で 、 洗 浄 行 程 時 の 被 洗 浄 物 の 汚 れ 、 洗 剤 成 分 を 多
く 含 ん だ す す ぎ の 水 が 、 浄 化 ユ ニ ッ ト に よ り 浄 化 さ れ て き れ い に な る の で 、 貯 水 タ ン ク 内
で の 雑 菌 の 繁 殖 が 抑 え ら れ 衛 生 的 で あ る と と も に 、 複 数 回 の す す ぎ 行 程 の 水 を 次 回 の 洗 浄
運 転 時 に 使 え る の で 、 洗 浄 運 転 に 必 要 な 水 の 量 を 、 大 幅 に 削 減 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 ま た 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 い 機 の 断 面 図 、 図 ２ は 同 食 器 洗 い 機 の 使
用 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 従 来 例 と 同 一 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 食 器 洗 い 機 本 体 １ ８ は 、 内 部 に 洗 浄 槽 ２ と 貯 水 タ ン ク １ ９ を 配 設 し て い
る 。 貯 水 タ ン ク １ ９ は 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 す る 水 を 貯 水 す る も の で 、 洗 浄 槽 ２ の 後 面 に 設 け
て い る 。 こ の 貯 水 タ ン ク １ ９ へ は 、 水 道 水 栓 ３ の 蛇 口 に 設 け た 給 水 継 手 ２ ０ を 分 岐 さ せ た
分 岐 口 ２ １ か ら 給 水 ホ ー ス ６ を 通 し て 給 水 す る よ う に 構 成 し て い る 。 こ こ で 、 給 水 継 手 ２
０ は 、 浄 水 器 （ 図 示 せ ず ） や ア ル カ リ 整 水 器 （ 図 示 せ ず ） 等 を 接 続 す る 時 に 一 般 に 使 用 さ
れ る も の で 、 水 道 水 栓 ３ の 蛇 口 に 直 接 取 付 け ら れ る 簡 易 な 形 状 の 分 岐 水 栓 の こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 給 水 ポ ン プ ２ ２ は 、 貯 水 タ ン ク １ ９ か ら 洗 浄 槽 ２ へ の 給 水 す る 給 水 手 段 と な る も
の で 、 こ の 給 水 ポ ン プ ２ ２ を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 給 水 ポ ン プ ２ ２ と 洗 浄 槽 ２ 間 に 設 け
た 給 水 ホ ー ス ２ ３ 内 に 水 を 流 し 、 洗 浄 槽 ２ 内 へ 貯 水 タ ン ク １ ９ の 水 を 給 水 で き る よ う に 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 貯 水 タ ン ク １ ９ に は 、 水 道 水 栓 ３ に 設 け た 給 水 継 手 ２ ０ の 分 岐 口 ２ １ か ら 水 を 給
水 す る 給 水 口 ２ ４ と 所 定 量 以 上 の 水 を 排 水 す る オ ー バ ー フ ロ ー 口 ２ ５ を 設 け て い る 。 ま た
、 外 部 か ら 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 へ の 給 水 を 検 知 す る 検 知 手 段 ２ ６ を 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に 設 け
て い る 。 ま た 、 ２ ７ は 、 洗 浄 槽 ２ か ら 貯 水 タ ン ク １ ９ へ 送 水 す る 送 水 手 段 と な る 送 水 ポ ン
プ で 、 洗 浄 槽 ２ ま で の 送 水 経 路 の 途 中 に は 、 水 を 浄 化 す る 浄 化 ユ ニ ッ ト ２ ８ が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に は 、 水 位 セ ン サ ー ２ ９ を 設 け て い る 。 な お 、 こ れ ら の 機 器 の
動 作 は 、 他 の 機 器 と 同 様 に 制 御 装 置 １ ０ に よ っ て 行 っ て い る 。 他 の 構 成 は 従 来 例 と 同 じ で
あ り 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 に お い て 動 作 を 説 明 す る 。 ユ ー ザ が 、 水 道 水 栓 ３ を 開 け る こ と に よ り 、 水 道 水 栓 ３
に 取 付 け た 給 水 継 手 ２ ０ か ら 水 を 分 岐 さ せ 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に 給 水 す る 。 こ の 貯 水 タ ン
ク １ ９ へ の 給 水 を 検 知 手 段 ２ ６ に よ っ て 検 知 す る と 同 時 に 、 給 水 ポ ン プ ２ ２ を 動 作 さ せ る
こ と に よ り 、 貯 水 タ ン ク １ ９ か ら 洗 浄 槽 ２ へ 所 定 量 の 水 の 給 水 を 行 う 。 洗 浄 槽 ２ へ の 所 定
量 の 給 水 完 了 後 は 給 水 ポ ン プ ２ ２ の 動 作 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 な お 、 貯 水 タ ン ク １ ９ の 水 を 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 す る 給 水 ポ ン プ ２ ２ の 給 水 速 度 は 、 外 部
か ら 貯 水 タ ン ク １ ９ へ の 給 水 速 度 よ り 早 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 貯 水 タ ン ク １ ９ へ
の 給 水 は 貯 水 タ ン ク 内 １ ９ の 水 が 所 定 量 に な る ま で 引 き 続 き 給 水 を 行 う 。 貯 水 タ ン ク １ ９
へ の 所 定 量 の 給 水 の 完 了 判 定 は 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に 設 け た 水 位 セ ン サ ー ２ ９ で 行 う 。 給
水 完 了 後 、 ユ ー ザ が 、 水 道 水 栓 ３ を 閉 め る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 洗 浄 ポ ン プ ９ を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 被 洗 浄 物 １ ４ の 洗 浄 を 行 う 洗 浄 行 程 を 行
う 。 洗 浄 行 程 終 了 後 は 、 排 水 ポ ン プ （ 排 水 手 段 ） １ ６ を 駆 動 し て 排 水 ホ ー ス １ ７ に よ り 機
外 に 洗 浄 後 の 汚 れ た 水 を 排 水 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 被 洗 浄 物 １ ４ を す す ぐ 、 す す ぎ 行 程 に 入 る 。 こ の す す ぎ 行 程 は 、 少 な く と も ２
～ ３ 回 行 う 。 こ の す す ぎ 行 程 に お い て 、 少 な く と も 最 終 す す ぎ の 時 は 、 排 水 ポ ン プ １ ６ を
駆 動 せ ず 、 送 水 ポ ン プ ２ ７ を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に 水 を 戻 す 。 洗 浄
槽 ２ か ら 貯 水 タ ン ク １ ９ へ 水 を 戻 す 時 に 、 浄 化 ユ ニ ッ ト ２ ８ で す す ぎ 水 を 浄 化 す る 。 次 に
、 被 洗 浄 物 １ ４ を 乾 か す 乾 燥 行 程 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 へ の 外 部 か ら の 給 水 を 検 知 す る 検 知 手 段 ２ ６ に 連 動
し て 、 貯 水 タ ン ク １ ９ に 給 水 す る 時 に 、 給 水 ポ ン プ ２ ２ で 同 時 に 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 で き る
の で 、 貯 水 タ ン ク １ ９ に 貯 め る 水 の 量 を 削 減 で き る 。 よ っ て 、 貯 水 タ ン ク １ ９ の 大 き さ を
１ 回 の 洗 浄 に 必 要 な 水 の 量 の 内 、 洗 浄 行 程 に 必 要 な 水 の 量 だ け 少 な く で き る 。 そ れ 故 、 貯
水 タ ン ク １ ９ の 大 き さ を 小 さ く で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 貯 水 タ ン ク １ ９ の 水 を 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 ポ ン プ ２ ２ で 給 水 す る 給 水 速 度 は 、 貯 水
タ ン ク １ ９ へ の 給 水 速 度 よ り 早 く な る よ う に 設 定 し て い る の で 、 外 部 か ら 貯 水 タ ン ク １ ９
へ の 給 水 が 完 了 す る 前 に 、 洗 浄 槽 ２ へ の 給 水 が 完 了 し て い る 。 よ っ て 、 貯 水 タ ン ク １ ９ に
給 水 す る と 同 時 に 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 す る 時 に 、 貯 水 タ ン ク １ ９ か ら 洗 浄 槽 ２ へ の 給 水 速 度
が 遅 く て 発 生 す る と 考 え ら れ る 貯 水 タ ン ク １ ９ の オ ー バ ー フ ロ ー の 問 題 も 起 き な い も の で
あ る 。 よ っ て 、 洗 浄 槽 ２ 、 貯 水 タ ン ク １ ９ の 両 方 に き ち ん と 給 水 で き る の で 、 洗 浄 行 程 に
必 要 な 水 の 量 も 、 す す ぎ の 水 の 量 も 確 実 に 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 少 な く と も 最 終 す す ぎ の 水 を 貯 水 タ ン ク １ ９ に 、 送 水 ポ ン プ ２ ７ に よ っ て 送 水 す
る よ う に し た こ と に よ り 、 次 回 の 食 器 洗 い 機 の 洗 浄 運 転 時 に 、 洗 浄 行 程 用 の 水 と し て 使 え
る の で 、 新 た に 外 部 か ら 供 給 す る 洗 浄 に 必 要 な 水 の 量 を 削 減 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 洗 浄 槽 ２ か ら 貯 水 タ ン ク １ ９ へ 送 水 す る 送 水 経 路 の 途 中 に 、 水 を 浄 化 す る 浄 化 ユ
ニ ッ ト ２ ８ を 設 け た こ と に よ り 、 洗 浄 行 程 時 の 被 洗 浄 物 の 汚 れ 、 洗 剤 成 分 を 多 く 含 ん だ す
す ぎ の 水 を 浄 化 し て 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 に 送 り 、 再 利 用 で き 、 使 用 水 量 を 減 ら す 事 が で き 、
さ ら に 、 貯 水 タ ン ク １ ９ 内 で の 雑 菌 の 繁 殖 も 抑 え ら れ 、 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 浄 化 ユ ニ ッ ト ２ ８ に よ り 複 数 回 の す す ぎ 行 程 の 水 も 再 利 用 で き る の で 、 食 器 洗 い
機 の 洗 浄 運 転 に 必 要 な 水 の 量 を さ ら に 削 減 で き る も の で あ る 。 何 故 な ら 、 浄 化 ユ ニ ッ ト ２
８ が 無 い 場 合 は 、 洗 浄 行 程 で 落 と さ れ 被 洗 浄 物 １ ４ に 付 着 し て い た 汚 れ の 多 く は 、 洗 浄 の
水 の 排 水 時 、 残 菜 フ ィ ル タ １ １ で 捕 集 さ れ る が 、 細 か い 汚 れ 、 水 に 溶 け 込 ん だ 汚 れ の 一 部
や 洗 剤 成 分 は 、 排 水 時 、 被 洗 浄 物 １ ４ や 、 洗 浄 槽 ２ の 壁 面 に 付 着 し て い る 水 滴 と と も に 残
る 。 そ の た め 、 洗 浄 後 の 排 水 だ け で は 、 汚 れ を 含 ん だ 水 は 、 被 洗 浄 物 １ ４ 、 洗 浄 槽 ２ 内 の
壁 面 に 付 着 し た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 よ っ て 、 最 初 の す す ぎ の 時 の 水 は 、 特 に 、 洗 浄 行 程 の 被 洗 浄 物 １ ４ の 汚 れ 、 洗 剤 成 分 を
多 く 含 ん で い る 。 そ の た め 、 そ の ま ま 貯 水 タ ン ク １ ９ に 戻 す と 雑 菌 が 生 じ や す く 衛 生 的 に
良 く な い 。 そ の た め 、 貯 水 タ ン ク １ ９ に 戻 す 時 に は 、 濾 過 し き れ い に す る 必 要 が あ る 。 そ
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れ 故 、 貯 水 タ ン ク １ ９ か ら 洗 浄 槽 ２ へ 送 水 す る 経 路 の 途 中 に 浄 化 ユ ニ ッ ト ２ ８ を 設 け る こ
と に よ っ て 、 す す ぎ の 水 が 一 層 有 効 的 に 使 え る も の で あ る 。 但 し 、 複 数 回 の す す ぎ 行 程 の
水 の 中 で も 、 最 終 す す ぎ の 水 は 、 洗 浄 行 程 の 被 洗 浄 物 １ ４ の 汚 れ 、 洗 剤 成 分 は 、 ほ と ん ど
前 の す す ぎ 行 程 で 、 除 去 さ れ て き れ い に な っ て い る の で 、 最 終 す す ぎ の 水 の み な ら 、 浄 化
ユ ニ ッ ト ２ ８ は 設 け な く て も 良 い 。 し か し 、 複 数 回 の す す ぎ 行 程 の 水 を 再 利 用 す る に は 、
浄 化 ユ ニ ッ ト ２ ８ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 貯 水 タ ン ク １ ９ を 用 い る こ と に よ り 、 洗 浄 の と き は 、 洗 浄 に 使 わ れ る 水 を 貯 水 タ
ン ク １ ９ に 一 旦 貯 め る の で 、 水 道 水 圧 が 大 気 に 開 放 さ れ 、 水 道 水 栓 ３ の 開 閉 で 給 水 を 行 う
場 合 は 、 水 道 水 圧 が 分 岐 水 栓 に 直 接 か か ら な い の で 、 耐 圧 構 造 を 必 要 と せ ず 、 分 岐 水 栓 の
構 造 を 簡 易 な 形 状 の 給 水 継 手 ２ ０ 等 で 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 貯 水 タ ン ク １ ９ の 大 き さ を 小 さ く で き 、 複 雑 な
構 造 の 分 岐 水 栓 、 専 門 家 に よ る 取 り 付 け 工 事 を 必 要 と せ ず 、 設 置 性 、 安 全 性 、 使 い 勝 手 を
大 幅 に 向 上 し 、 省 エ ネ ル ギ ー （ 節 水 ） を 実 現 し 、 基 本 性 能 等 も 大 幅 に 向 上 し た 食 器 洗 い 機
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 食 器 洗 い 機 は 、 貯 水 タ ン ク の 大 き さ を 小 さ く で き る の で
、 食 器 洗 い 機 本 体 の 小 型 化 が で き 、 設 置 性 に 優 れ 、 ま た 、 複 雑 な 構 造 の 分 岐 水 栓 や 、 専 門
家 に よ る 取 り 付 け 工 事 も 必 要 と せ ず 、 使 い 勝 手 も 大 幅 に 向 上 し 、 省 エ ネ ル ギ ー （ 節 水 ） を
実 現 し 、 基 本 性 能 等 も を 大 幅 に 向 上 す る の で 、 貯 水 タ ン ク 内 の 水 を 洗 浄 槽 内 に 給 水 し 洗 浄
す る 機 能 を 有 す る 食 器 洗 い 機 、 洗 浄 機 器 ・ 装 置 等 に 広 く 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 い 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 食 器 洗 い 機 の 使 用 状 態 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 従 来 の 食 器 洗 い 機 の 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の 食 器 洗 い 機 の 使 用 状 態 の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ２ 　 洗 浄 槽
　 １ ９ 　 貯 水 タ ン ク
　 ２ ２ 　 給 水 ポ ン プ （ 給 水 手 段 ）
　 ２ ６ 　 検 知 手 段
　 ２ ７ 　 送 水 ポ ン プ （ 送 水 手 段 ）
　 ２ ８ 　 浄 化 ユ ニ ッ ト
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